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白神森林組合の概要

◎所在 秋田県能代市能代町字中川原
◎設立 平成6年（5組合が合併）

現在組合員数 4,300名
◎役職員 理事 14名 監事 3名

職員 25名（認定プランナー16名）
作業班 造林班18名 林産班4名

◎管内の森林状況

・森林面積 約8万1千ha
民有林 約4万9千ha 国有林 約3万2千ha
うち組合員所有林 約2万6千ha

・人工林面積 約4万9千ha
民有林 約3万2千ha 国有林 約1万7千ha

1万9千
ha

2万4千
ha

2万5千
ha

1万3千
ha

大潟村
（八郎潟）



事業に取り組む背景

【現状】
 入会林野整備で得た原野40.9haを107名で分割所有し、スギを植栽
したものの、木材価格の低迷で、その後の保育作業が行われず、山
離れが進み放置林となっている。

 現場は、国有林の林道に接しているが、地形が急峻なため直接、林
道への搬出が困難であり、隣接する農地の所有者の協力が必要不可
欠である。

【対策】
 森林所有者との協議を重ね、境界の明確化を実施し、間伐への合意
形成活動を行う。

 境界の明確化後、適正な間伐へ誘導するため、合意形成活動を行い
間伐を実施することで、公益的機能並びに経済的機能を復活させる。

 基幹となる作業道を開設することで、森林所有者が気軽に山林の巡
視等に行けるようにする、又次回以降の間伐コストの軽減に繋がる。

◎当地域は、かつては天然秋田スギの産地であり、周辺国有林に
林立していた天然スギの姿を夢見て、住民がスギを植栽

事業説明会
◎事業の説明（施業集約化）
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合意形成活動
◎間伐の同意取得

 所有者の確認
 境界の明確化
 林分調査
 施業のプランニング

◎地元説明会の開催
 ３回（６月、１０月、１１月）

◎森林調査票の作成

◎施業プランニングの効果
・実態調査に基づく施業提案は、
間伐の同意取得に有効
◎合意形成活動による波及効果
・境界不明確などで所在が分からな
かった所有者の森林の確定

◎施業提案

ステップ１：合
意形成

ステップ２：路
網整備

ステップ３：目
標林型と施業タ
イプの設定

ステップ４：間伐
の実施

境界の明確化に向けて

 森林簿による調査と法務局資料による調査
 国土調査が未実施のため、作業は難航
 長年放置されていたことや、世代が替ったことで現地を熟知している所有者が
少なく境界確定まで時間を要した

所有者調査

森林簿調査 法務局調査



公図（旧土地台帳付属地図） 公図（地図 法第十四条第1項）

地籍図

地積測量図

土地所在図



閉鎖した地図

要約書 全部事項証明書



閉鎖登記簿謄本

土地台帳
閉鎖登記簿謄本

土地調査票



CADで作成

福井コンピュータ（武蔵）

公図写し

同意書

委任状



境界の明確化に向けて
図面作成 CAD・GIS（ジツタ・Assist 7）による作成

境界の明確化に向けて
境界等踏査 ◎境界杭等の確認とマーキング

合成樹脂杭 パイプ 一升瓶

ペンキ 林相 境界木



境界の明確化に向けて 境界立会

◎森林所有者・推進員
（自治会役員・森林精通者等）

境界の明確化に向けて

使用機械
・トリンブ
ル

GO7X
・ジツタ
（アルク）
ソフト

境界測量
GPS測量（GNSS)

電子コンパス測量

使用機械
・トリンブル

GO7X
・ジツタ
（アルク）
ソフト



境界の明確化に向けて
◎所有者による図面確認 ◎印刷物とパワーポイント等で確認作業を実施

☆境界明確化の成果品（図面）

“ご清聴ありがとうございました。

白神森林組合
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